
チ
ヨ

回
目
夜
と
な
っ
た
を
、
延
文
四
年
十
一
月
十
九
日
と
記

し
て
ゐ
る
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
ン

長
泉
院

大
隅
寺
務
全
第
六

代
前
凶
利
制
の
側
室
誕
の
法
川
町
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ジ

長
官帯
寺

鹿
島
都
鍛
附
に
在
っ

て
、
国叫
宗
東
一
慌
に
邸
す
る
。
初
は
土
川
に
あ
っ
た
が
、

天
保
十
四
年
今
の
既
に
修
っ
た
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ジ

長
泉
寺

以
来
抑
留
制
宗
総
待

寺
の
山
内
に
在
っ
て
、
明
郎
=
一
年
霊
山
の
恋
文
と
し
、

間
山
内
切
磁
院
に
邸
し
た
が
、
今
は
泌
総
し
た。

チ
ョ
ウ
ゼ
ン
ジ

長
善
寺

路
応
部
大
町
に
在
っ

て
、
侭
宗
東
海
に
回
す
る
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ジ
ン

朝
鮮
人

朝
鮮
役
の
時
我
が

抵
の
伊
ふ
腕
と
な
り
訟
に
金
保
に
来
た
も
の
は
、
脇

m直
氏
が
あ
っ
て
、
品
開
千
石
に
殺
っ
た
そ
尚
と

L
、

小
川
久
次
・金
子
関
右
衛
門
・
市
村
前
六
・
高
間
際
=
一

郎
・成
制
小
八
郎
な
ど
、
皆
姓
名
を
縫
じ
前
聞
利
長

に
陪
出
し
た
。
そ
の
外
に
氷
天
知
は
名
h
k
七
右
術
門

と
椋

L
て
寂
腐
商
λ
と
な
旬
、
名
品
川
不
鼠
は
外
科
剛
山

と
な
っ
て
利
協
に
仕
へ
、
品
開
百
石
を
賜
は
っ
た
。

チ
ョ
ウ
主
カ
ツ
ラ

長
一一品運

加
賀
掛
川
の
老
院
長

氏
第
抗
代
。
れ
は
第
四
代
向
辿
の
弟
辿
房
の
二
男
。

元
政
十
流
年
三
且
七
日
生
。
辺
都
築
之
助
・ス
じ
一
郎
・

丸
郎
左
術
門
。
元
職
十
六
年
十
二
且
六
日
間
挫
の
後

青
山
県
ぎ
、
治
知
三
部
三
千
石
〈
内
奥
力
知
二
千
石
)

を
受
け
、
亭
保
十
周
年
十
二
且
六
日
従
五
位
下
甲
斐

守
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
十
年
三
且
什
四
日
三
十
四
政
令

以
て
卒
。
法
鋭
初
め
大
雄
院
、
後
大
慾
院
。
野
町
山

に
問
問
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
h
F
ネ
ツ
ラ

長
胤
蓮
沼
都
新
左
衛
門
尉
、

後
伊
勢
守
。
正
平
八
年
ハ
文
利
ご
)
九
且
能
帝
.
同
得

閃
女
郎
左
衛
門
入
誼
潔
武
代
子
息
刑
制
限
六
円
以
閉
山
の
軍

忠
紋
に
、
同
年
八
且
什
入
日
大
将
吉
見
修
理
売
が
能

チ
ョ
ウ
h
F
ム
ジ
ナ

長
太
絡

文
政
凶
年
十
二
且

十
抗
日
、同
封
郡
大
仰
村
の
一
白
姓
抗
左
術
門
の
お
で
、

木
挽
仇
官
業
と
す
ろ
什
=
一
段
の
長
太
は
、
い
つ
も
山
巾

の
小
屋
へ
長
太
脅
呼
出
し
に
来
る
老
配
仰
と
梢
闘
し
て

之
脅
殺
し
た
。
後
長
太
は
大
開
か
ら
一
山
県
常
附
弔
太

平
谷
で
刷
出
炭
に
従
事
し
て
ゐ
た
が
、
先
に
殺
さ
れ
た

務
の
妥
が
来
て
仇
キ
f

報
い
ん
と
し
た
の
で
、
法
曾
を

怪
ん
で
錐
キ
~
免
れ
た
と
附
問
へ

‘『問
山
太
朕
弔
か
o
m
H
る

が
何
ぢ
や
。
三
年
先
の
夫
の
か
た
き
。
』
な
る
品
川
部
が
、

金
制
仰
で
も
明
治
の
初
ま
で
行
は
れ
た
。
併
し
日
時
の

属
都
に
そ
の
殺
し
た
の
や
一
料
と
し
て
時
旬
、
仇
荷
報

じ
に
来
た
こ
と
の
文
献
は
未
だ
之
常
見
ぬ
。

チ
ョ
ウ
ツ
グ
ツ
ラ

長
続
謹
逝
籾
新
九
郎
・九
郎

左
衛
門
・

樹
脂
守
。
初
部
肪
訳
。
平
加
到
椛
辿
の
二

子
で
、
長
英
辿
の
出
世
子
と
な
り
、
永
品
開
八
年
家
守
そ

の
子
綱
訟
に
諮
っ
た
。
天
正
一
泊
年
上
杉
謙
信
の
七
賂

城
を
攻
め
た
時
、
抑
制
信
に
内
似
し
た
遊
佐
灯
光
は
除

を
剣
山
迎
に
勅
め
た
が
、
綱
辿
は
之
や
‘
昨
廿
れ
止
か
っ
た

か
ら
、
九
月
十
王
目
的
辿
宏
そ
の
郎
に
俗
い
て
自
殺

せ
し
め
、
叉
剖
桐
辿
そ
途
に
裂
し
て
情
殺
し
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ナ
ツ
ラ

長

鋼

連

初
秘
蹟
辿
。
逝
抑
制

九
郎
左
衛
門
。
永
般
入
年
失
約
辿
退
隠
の
後
世
受
け

て
、
白
山
議
院
に
仕
へ
た
が
、
百
八
正
二
年
鑑
佐
約
光

の
議
院
脅
鈎
殺
し
た
時
、
滋
阪
開
附
す
る
に
臨
み
辿
孤

袋
容
の
擁
京
そ
託
し
た
。

四
年
上
杉
謙
信
の
能
腎
に

侵
入
す
る
や
、
縦
辿
品
山
氏
の
鎚
に
復
策
す
る
所
あ

nw
烏
に
設
向
L
、
什
九
日
長
新
左
衛
門
尉
胤
辿
の
館

に
抑
山
川
せ
て
之
也
管
俊
揚
ひ
、
金
顕
城
に
迫
絡
め
た
と

あ
旬
、
正
M
T
十
年
ハ
文
利
回
〉
七
月
天
野
安
強
守
“
出
政

代
期
間
叫
六
郎
左
衛
門
尉
宗
布
一の
誠
忠
以
に
は
、
同
年

三
且
十
七
日
長
伊
勢
守
胤
辿
の
金
到
械
に
抑
山
市
せ
、

六
月
十
四
日
之
脅
泊
即
附
し
た
と
あ
る
。
胤
辿
は
宮
方

で
あ
っ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
オ
キ

長
一
連
起
加
賀
椛
の
老
院
長

氏
第
七
代
。
ロ
は
長
米
女
辿
安
の
綿
子
。
卒
保
十
七

年
十
二
月
抗
日
出
生
。
逝
都
右
服
・
油
抗
郎
・=
一
左
衛

門
・
九
郎
左
衛
門
。
滋
挫
の
死
に
臨
み
嗣
と
な
し
、
貸

出
回
七
年
三
且
六
日
家
宇
一
間
四
ぎ
.治
知
三
国
三
千
布
(
内

二
千
行
奥
力
知
〉
を
受
け
、
安
永
三
年
十
二
且
従
抗

位
下
大
利
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
流
政
十
二
年
二
月
十
九

日
致
仕
し
て
巡
辿
耐
と
獄

L
、
限
問
領
二
千
.
石
を
賜

ひ
、
同
年
十
月
十
四
日
六
十
九
銭
世
以
て
卒
し
た
。

法
鋭
部
辿
滞
。
金
問
開
制
寺
に
抑
ら
れ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
カ
生

長
蓮
賢
一
に
辿
慣
に
作
る
。

逝
緋
九
郎
左
衛
門
。
蝋
辿
の
子
。
足
利
義
持
の
頃
の

入
。
長
家
来
的
に
は
、
こ
の
辿
附
叫
に
日
る
も
の
そ
名

不
詳
と
し
て
ゐ
る
。

チ
ョ
ウ
ツ
一
マ
ザ
ト

長
謹
郷

泊
朝
哨
右
時
、
後
九

郎
左
衛
門
。
甲
斐
守
辿
愛
の
弟
で
、
そ
の
養
嗣
子
と

な
っ
た
が
、
文
化
入
年
五
月
朔
義
父
に
先
だ
ち
て
夜

し
た
。
行
年
三
十
七
。

辿
郷
宗
は
事
晦
、
蹴
は
闘
林
。

宋
県
守
好
み
、
桁
知
の
読
売
口
に

L
、
務
線
開
俊
、

問
m
m
M
同
に
附

mし
て
そ
の
交
最
も
深
か
っ
た
。

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
h
F
ツ

長
謹
輔
副
加
賀
滞
の
老
臣
長

氏
の
家
組
。
泌
総
市
山
松
・
九
郎
左
衛
門
。
初
郎
好
泌
。

約
辿
の
二
子
で
、
天
文
十
抗
年
入
月
十
抗
日
常
以
て

生
ま
れ
、
幼
に
し
て
臨
械
の
門
に
入
旬
、
宗
額
と
蹴

チ
ョ
ウ
ツ
号
ア
キ
ヲ

長
連
副

泌
制
巾
抑
制
。
長

辿
悩
の
家
臣
o
m
世
長
五
年
入
且
地
決
郎
滋
引
畷
の
械

に
、
丹
羽
日
時
訟
の
士
古
川
加
兵
衛
の
総
に
討
取
ら
れ

た。 り
、
去
年
龍
木
城
の
務
際
都
刀
を
陥
れ
、
次
い
で
穴

水
峨
の
長
探
筑
前
世
一
攻
開
閉
し
た
が
、
七
且
そ
の
附
を

附
い
て
七
胎
に
飽
城
L
、
後
に
九
且
十
抗
日
約
光
の

総
に
設
さ
れ
た
。
訟
鋭
恰
岩
院
大
手
県
悦
0
4
チ
ョ

ウ
ツ
グ
ツ
一フ
長
約
他
。

L
、
鹿
島
郡
熊
木
定
蓮
寺
に
目
?
を
修
め
、
後
に
池
叫
剛

4
F
恩
寺
に
位
し
た
。
諮
問
の
聴
功
を
立
て
た
最
初
は
、

天
文
抗
年
兄
御
池
と
共
に
、
穴
水
械
に
間
的
た
越
後
の

持
政
捕
長
門
札
町
攻
め
て
ゐ
た
時
、
七
且
十
入
日
甲
械

の
鑓
将
轡
問
肥
後

・
出
入
式
認
が
品
川
舟
に
来
じ
て
赴

緩
し
た
の
を
、
乙
テ
鮒
の

山
陰
か
ら
急
に
割
れ
て
破

っ
た
に
あ
る
。
日
時
辿
叩
は
向
法
脈
で
あ
っ
た
が
、

身
に
甲
府
を
着
け
ず
、
自
靴
子
を
慨
ひ
竹
笠
含
戴
い

て
時
う
た
。
問
七
月
上
杉
泌
信
再
び
来
っ
て
七
尾
械

受
附
み
、
什
三
日
城
需
品
山
部抽出甘疫
仮
に
拠
っ
て
残

L
た
。
締
法
乃
ち
辿
龍
を
織
田
信
長
に
振
し
て
援
台

前
は
し
め
ん
と
し
、
辿
組
は
直
に
渡
し
た
。
然
る
に

個別辿

・
四
桐
辿
等
は
九
且
十
抗
日
遊
佐
個
別
光
の
震
に
寄

せ
ら
れ
て
、
除
問
氏
の
箪
が
七
尾
を
教
は
ん
震
加
賀

に
入
っ
た
時
に
は
、
彼
等
の
首
級
が
石
川
部
倉
部
前

に
烏
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
是
に
於
い
て
織
旧
軍
は
舵
に

時
畿
を
失
し
た
と
し
て
引
上
げ
、
前
後
辿
龍
の
剖
間
前

に
拘
ら
ず
出
兵
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
波
間
乃
ち

胎
肢
に
下
。
、
柴
川
勝
家
の
援
そ
求
め
た
が
、
亦
問

か
れ
な
か
っ
た
の
で
、
自
ら
故
人
を
掠
っ
て
五
百
帥
聞

を
得
、
別
に
伊
久
留

γ
訟
を
能
穏
に
池
は
し
て
同
志

を
糾
合

L
、
六
年
八
月
般
を
越
前
=
一
同
に
餓
し
て

刑
羽
咋
郡
白
木
に
上
陸
し
た
。
時
に
穴
水
城
の
材
随
時
材
長

期
岬
筑
前
は
珠
洲
郡
疋
院
の
一
伎
を
平
定
せ
ん
鍔
出
版

L
、
自
小
田
遊
兵
衛
の
み
留
守
し
た
か
ら
、
也
砲
は

容
易
に
城
を
陥
る
-h

h

符
得
た
。
長
協
筑
前
・
平
子
和

泉
等
之
を
知
っ
て
大
原
液
り
攻
め
、
辿
加
は
庇
域
外

に
出
で
、
月
附
・抑制杭刷機
・新
附
・
樹
木
・松
川
・
内
浦
・

出
揃
等
各
地
に
曾
職
し
た
が
、
外
援
の
烹
る
も
の
な

〈
、
城
中
亦
純
食
紋
乏
し
た
か
ら
、

一
た
び
締
和
せ

ん
と
欲

L
‘
十
月
官
一
日
七
地
械
に
鯵
坂
長
況
に
曾

L
、
そ
の
官
官
法
的
問
寺
に
宿
し
た
。
然
る
に
微
の
来
裂

を
報
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
池
加
は
逃
れ
て
石

五
回

O


